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試合結果

報告記入者　：

成田 1

銘苅 4

土井 7

元木 4

玉川 0

東江 7

甲斐 0

小塩 1

信太 0

小室 0

木村 0

徳田 8

個人得点

名　　前 合　　計
第２５回男子世界選手権フランス大会、６戦目、順位決定戦は、
予選グループB組６位のアンゴラとの試合。スタートの日本の布
陣は、左サイド土井、右サイド渡部、左４５’信太、右４５’高智、
センター東江、ピヴォット加藤、DFは東江に替わり成田、GKは木
村でアンゴラに挑む。
この試合、日本は、最初の攻撃で渡部がサイドの角度のないと
ころからシュートを決め日本が先制点を上げる。その後も日本
は、東江のロング、土井のクイックスタートからの得点、高智のミ
ドル、成田の２次速攻からのミドルなどで得点は奪うものの、アン
ゴラも警戒していた右４５’のロングシュート、個人技ではあるが
素早い身のこなしからのフェイントでのカットイン、また力強いポ
ストの押込みで得点を奪われる。日本は１６分過ぎに９－１０と１
得点勝ち越されたところで、両４５’を銘苅、徳田に替え、DFも５－
１DFで相手に高い状態からプレッシャーをかける戦術に変更し
対応する。２１分過ぎ、徳田のミドル、２連続速攻で２３分には１４
－１１と３点リードし流れは日本に。その後アンゴラもエースNO７
９、NO１７の強烈なロングシュートで得点を奪うが、日本もアンゴ
ラの２回の退場の機会に土井のサイドシュート、元木の速攻、東
江のカットイン、銘苅のミドル、徳田のカットイント得点を奪い、前
半を１８－１４の４点差で折り返す。後半も前半同様、５－１DFから
時には、３－３DFに変化して守り、アンゴラに攻撃のリズムを与え
ない間に、日本は３６分過ぎ、土井、銘苅、徳田などが連続得点
を奪い、アンゴラに１得点与えるも、再び日本は連続速攻、セット
でも土井のサイド、徳田のカットインで得点を奪い、５０分には、３
２ー１９と１３点差と点差が広がる。その後も日本は攻撃を緩める
ことなく、得点を重ね最終的には、３７－２６の１１点差で、この世
界選手権初勝利を手にする。試合は前半途中から仕掛けた、５
－１DFまたは、３－３DFが良く機能し、後半の速攻、またセット攻
撃でも連続得点がこの試合の勝利を決定付けた内容の試合だっ
た。この試合の優秀選手として８得点を取った、徳田選手が選ば
れた。
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試　合　結　果　報　告 1 月 21 日 （ 土 ）

　【　2017男子世界選手権　】

2017年1月11日～1月29日　　　　　　　開催国　・　都市　フランス・ブレスト


